
 

i

は
じ
め
に

　

約
一
二
〇
年
前
、
市
民
の
「
あ
こ
が
れ
の
家
電
生
活
」
は
、
白
熱
電
球
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
扇
風
機
、

電
熱
器
、
ア
イ
ロ
ン
な
ど
が
欧
米
か
ら
輸
入
さ
れ
、
人
々
は
見
た
こ
と
も
な
い
商
品
に
驚
い
た
。

　

一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
に
日
本
初
の
電
力
会
社
（
東
京
電
燈
（
株
））
が
設
立
さ
れ
、「
電
気
」
が
導
入
さ
れ
た
。

街
に
白
熱
燈
が
灯
さ
れ
、夜
は
「
寝
る
時
間
」
か
ら
、「
家
族
で
団
欒
す
る
時
間
」「
仕
事
を
し
た
り
読
書
を
す
る
時
間
」

に
変
わ
っ
た
。

　

明
治
末
期
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
電
気
を
応
用
し
た
電
気
扇せ
ん

（
明
治
二
十
七
年
）、

電
気
熨の

し斗
（
大
正
四
年
）、
電
気
七
輪
（
大
正
十
年
）、
電
気
竈か
ま
ど

（
大
正
十
年
）
な
ど
、
生
活
を
便
利
に
す
る
商
品

が
数
多
く
開
発
・
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
な
る
と
、
電
気
冷
蔵
器
、
電
気
洗
濯
機
、
電
気
掃
除
機
と
い
っ
た
大
物
商
品
も
売
り

出
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
当
時
家
電
製
品
は
相
対
的
に
価
格
が
高
く
、
市
民
が
気
軽
に
買
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
人
々
は
い

つ
か
こ
の
よ
う
な
便
利
な
道
具
を
使
え
る
日
が
く
る
こ
と
を
願
い
、
日
々
の
暮
ら
し
を
つ
ま
し
く
生
き
て
い
た
。



ii

　

こ
の
時
代
、
現
在
で
い
う
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
は
芝
浦
製
作
所
、
日
立
製
作
所
、
三
菱
電
機
、
富
士
電
機
製
造
、

川
北
製
作
所
な
ど
で
、
総
合
販
売
企
業
は
白
熱
燈
で
業
績
を
伸
ば
し
た
東
京
電
気
（
株
）
の
み
で
あ
っ
た
。

　

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
、芝
浦
製
作
所
と
東
京
電
気
（
株
）
は
合
併
し
て
、東
京
芝
浦
電
気
（
株
）（
現
（
株
）

東
芝
）
と
な
る
。
戦
前
で
は
唯
一
の
総
合
電
機
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
。

　

わ
が
国
に
お
け
る
戦
前
（
一
九
三
七
年
時
点
）
の
家
電
製
品
の
普
及
台
数
を
調
べ
て
み
る
と
、
電
気
冷
蔵
庫

一
万
二
二
一
五
台
、
電
気
洗
濯
機
三
一
九
七
台
、
電
気
掃
除
機
六
六
一
〇
台
で
あ
る
。
ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
は
わ
ず
か

二
六
〇
台
、
ア
イ
ロ
ン
が
最
も
多
く
て
三
一
三
万
一
〇
〇
〇
台
で
あ
る
。

　

無
数
の
家
電
製
品
に
囲
ま
れ
た
今
日
の
生
活
か
ら
考
え
る
と
、
か
つ
て
こ
の
よ
う
な
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
考

え
ら
れ
な
い
が
、
歴
史
的
に
は
家
電
の
な
い
時
代
の
ほ
う
が
う
ん
と
長
い
の
で
あ
る
。

　

戦
前
は
ど
の
よ
う
な
家
電
製
品
が
売
ら
れ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
か
、
詳
し
く
調

べ
た
。
当
時
の
広
告
や
技
術
誌
な
ど
の
商
品
紹
介
か
ら
、
時
代
背
景
や
大
衆
の
生
活
が
垣
間
見
え
て
く
る
。

　

本
書
で
は
、
家
電
製
品
が
発
明
さ
れ
普
及
し
て
い
く
黎
明
期
を
探
っ
た
。
大
正
、
昭
和
初
期
（
戦
前
）
の
利
用
実

態
を
中
心
に
ま
と
め
、
戦
後
の
流
れ
に
簡
単
に
触
れ
る
。
可
能
な
限
り
、
当
時
の
資
料
を
発
掘
し
、
商
品
ご
と
に
開

発
の
経
緯
を
調
べ
た
。
家
電
製
品
の
歴
史
に
関
心
の
あ
る
方
々
の
参
考
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

平
成
二
十
八
年
十
月

大
西
正
幸　
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1

　
　
第
1
章
　
電
化
の
は
じ
ま
り

　

十
九
世
紀
末
、
電
気
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
出
現
が
、
社
会
を
大
き
く
変
え
た
。
家
庭
に
灯
っ
た
電
気
の
明
か
り
は
、

生
活
の
近
代
化
の
は
じ
ま
り
と
な
り
、
次
々
と
家
電
製
品
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

人
々
は
電
化
生
活
に
あ
こ
が
れ
る
よ
う
に
な
り
、
わ
が
国
で
も
家
電
製
品
の
開
発
が
は
じ
ま
っ
た
。
大
正
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
発
売
さ
れ
た
家
電
製
品
は
、電
気
扇せ
ん
（
扇
風
機
）、電
気
熨の

し斗
（
ア
イ
ロ
ン
）、電
気
竈か
ま
ど
（
電
気
か
ま
）

な
ど
電
熱
調
理
機
器
、
電
気
炬こ
た
つ燵

、
電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど
電
気
暖
房
機
器
、
電
気
冷
蔵
器
（
冷
蔵
庫
）、
電
気
洗
濯
機
、

電
気
掃
除
機
な
ど
と
種
類
も
多
く
、
現
代
と
遜
色
が
な
い
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
の
家
電
製
品
は
値
段
が
高
く
、
市
民
が
手
軽
に
買
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
昭
和
初

期
の
冷
蔵
庫
は
七
二
〇
円
で
、
当
時
庭
付
き
一
戸
建
て
の
家
が
買
え
る
ぐ
ら
い
の
値
段
だ
っ
た
。

　

本
章
で
は
、
当
時
の
家
庭
電
化
の
状
況
を
い
く
つ
か
の
文
献
か
ら
掘
り
起
こ
し
て
み
る
。



2

● 
家
庭
電
化
は
労
力
節
約
と
な
る
（
石
川
頼
次
『
芝
浦
レ
ヴ
ュ
ー
』）

　

一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
十
二
月
、
芝
浦
製
作
所
の
石

川
頼
次
は
、
技
術
誌
『
芝
浦
レ
ヴ
ュ
ー
』
に
て
、
家
庭
電
化

の
必
要
性
を
唱
え
て
い
る
。（
図
1
）

　

石
川
は
、
電
熱
調
理
機
器
や
電
気
暖
房
機
器
な
ど
に
よ
り

家
庭
を
電
化
す
る
こ
と
は
、
労
力
の
節
約
と
な
り
、
燃
料
問

題
か
ら
考
え
て
も
経
済
的
な
の
で
、
家
電
製
品
を
も
っ
と
普

及
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
た
。

　

石
川
は
、
大
正
時
代
に
お
け
る
「
家
庭
電
化
の
必
要
性
」

を
次
の
三
点
に
集
約
し
た
。

① 

燃
料
問
題

　

燃
料
（
す
な
わ
ち
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
は
、
人
類
が
生
き
て
い
く
た
め
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か

も
、
年
々
人
口
が
増
加
し
、
そ
れ
に
伴
い
燃
料
も
増
加
す
る
。
大
正
元
年
か
ら
八
年
間
に
、
わ
が
国
の
年
間
薪

炭
林
伐
採
量
は
二
倍
に
増
え
た
。こ
の
ま
ま
続
け
ば
、数
年
の
う
ち
に
供
給
で
き
な
く
な
る
。薪
炭
以
外
の
石
油
、

石
炭
も
国
内
需
要
を
満
た
す
だ
け
の
産
出
は
な
い
。
石
炭
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
の
埋
蔵
量
は
八
十
～
九
十
億

ト
ン
と
見
積
も
ら
れ
て
お
り
、
約
六
十
年
以
内
に
掘
り
尽
く
さ
れ
て
し
ま
う
。

図 1　芝浦レヴュー（第 1 巻、第 2 号）
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第
2
章
　
白
熱
電
球

　

人
類
は
、自
然
か
ら
火
を
お
こ
す
こ
と
を
学
ん
だ
。
枯
れ
草
や
木
を
燃
や
す
松た
い
ま
つ明

に
は
じ
ま
り
、油
ラ
ン
プ
や
ロ
ー

ソ
ク
へ
と
進
化
し
た
。
こ
れ
ら
は
も
の
を
燃
や
す
こ
と
に
よ
り
炎
に
含
ま
れ
る
カ
ー
ボ
ン
微
粒
子
を
白
熱
状
態
に
し

て
、
輻
射
熱
に
含
ま
れ
る
可
視
光
を
利
用
す
る
白
熱
光
源
で
あ
る
。

● 

灯
り
の
進
化

　

灯
り
の
歴
史
は
古
く
、
旧
石
器
時
代
の
洞
窟
か
ら
簡
単
な
油
ラ
ン
プ
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
古
代
の
遺
跡
か
ら
は

ロ
ー
ソ
ク
の
燭し
ょ
く
だ
い台

が
発
掘
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
油
ラ
ン
プ
や
ロ
ー
ソ
ク
は
十
八
世
紀
過
ぎ
ま
で
大
事
な
光
源
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
。

　

わ
が
国
で
は
、奈
良
時
代
か
ら
ロ
ー
ソ
ク
が
手
軽
な
灯
り
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た（
図
1
）。 

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
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9

行あ
ん
ど
ん灯
が
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か

け
て
、
海
外
か
ら
ラ
ン
プ
が
輸
入
さ
れ
た
。
明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
を
背

景
と
し
て
生
ま
れ
た
「
ラ
ン
プ
」
と
い
う
言
葉
は
、
い
わ
ゆ
る
「
文
明
開
化

の
響
き
」
が
あ
っ
た
。

◇
ガ
ス
灯
の
発
明

　

ガ
ス
の
利
用
は
、
一
六
五
九
年
イ
ギ
リ
ス
の
ト
ー
マ
ス
・
シ
ャ
ー
レ
が
、

沼
で
発
生
す
る
天
然
ガ
ス
に
つ
い
て
研
究
・
発
表
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。

　

一
七
八
五
年
、
ベ
ル
ギ
ー
の
物
理
学
者
ミ
ン
カ
ラ
ー
が
、
実
験
に
よ
り
「
石
炭
ガ
ス
が
灯
火
に
適
す
る
」
こ
と
を

発
見
し
た
。

　

一
八
〇
六
年
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ガ
ス
管
の
埋
設
が
は
じ
ま
り
、
一
八
一
二
年
に
は
一
般
家
庭
で
ガ
ス
灯
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ガ
ス
灯
の
発
達
史
上
特
筆
す
べ
き
は
、一
八
五
五
年
の
ブ
ン
ゼ
ン
バ
ー
ナ
ー
の
発
明
で
あ
る
。
ブ
ン
ゼ
ン
バ
ー
ナ
ー

は
、
石
炭
ガ
ス
が
燃
焼
を
起
こ
す
前
に
十
分
な
空
気
を
混
入
さ
せ
る
装
置
で
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
最
高
の
機
能
を

発
揮
し
た
。

　

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
九
月
、
横
浜
の
外
国
人
居
留
地
に
わ
が
国
初
の
ガ
ス
灯
が
点
灯
さ
れ
た
。
続
く　

一
八
七
四
年
十
二
月
に
は
、
東
京
で
も
ガ
ス
灯
が
使
わ
れ
だ
し
た
。
横
浜
で
は
、
神
奈
川
県
庁
付
近
か
ら
大
江
橋
、 図 1　ローソク
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第
3
章
　
電
気
扇せ
ん

　

扇
風
機
は
、
歴
史
が
古
く
、
わ
が
国
で
最
初
に
普
及
し
た
家
電
製
品
で
あ
る
。

　

そ
の
昔
、電
気
の
な
い
こ
ろ
は「
団う
ち
わ扇
」や「
扇せ
ん
す子
」で
涼
を
取
っ
た
。
扇
子
は
一
種
の
工
芸
品
で
あ
り
値
段
も
高
く
、

一
般
庶
民
は
う
ち
わ
を
使
っ
た
。
う
ち
わ
は
、
涼
を
取
る
だ
け
で
な
く
、
日
々
の
火
起
し
に
も
使
う
大
切
な
道
具
で

あ
っ
た
。

　
「
扇
風
機
」
は
「
扇
」
と
い
う
字
が
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
道
具
の
電
化
と
い
え
る
。

● 

団
扇
が
元
祖

　

う
ち
わ
を
扇
風
機
の
元
祖
と
考
え
る
と
、
時
代
を
特
定
で
き
な
い
ほ
ど
昔
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
道
具
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
わ
が
国
で
は
、
神
功
皇
后
と
武た
け
し
う
ち
の
す
く
ね

内
宿
弥
が
扇
を
発
明
し
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
平
安
朝
時
代
に
は
ひ
の
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き
の
板い
た
お
う
ぎ扇

が
作
ら
れ
、
そ
し
て
紙
扇
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
四
二
九
（
永
享
七
）
年
、
大
内
氏
が
明
の
宣
宗
に
朱
色
の
扇
子
を
百
把
贈
っ
た
。
後
の
一
五
八
〇
（
天
正
八
）

年
に
オ
ラ
ン
ダ
商
船
が
通
商
で
そ
れ
を
入
手
し
た
。
そ
れ
が
ド
イ
ツ
に
渡
り
、
名
扇
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。

　

一
八
三
二
（
天
保
三
）
年
、柳
亭
種
彦
作
の
戯
作
「
偽に
せ
む
ら
さ
き
い
な
か
げ
ん
じ

紫
田
舎
源
氏
」
に
「
団
扇
車
」
と
い
う
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。

現
在
の
扇
風
機
に
よ
く
似
た
着
想
で
あ
る
。

　

一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
七
月
、
渡
辺
代
次
郎
が
「
納の
う
り
ょ
う
う
ち
わ
ぐ
る
ま

涼
団
扇
車
」
の
特
許
を
出
願
し
同
年
八
月
二
十
六
日

に
登
録
さ
れ
た
（
図
1
）。
長
時
間
う
ち
わ
を
扇
ぎ
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
工
夫
し
た
手
動
式
扇
風
機
で
あ
る
。

● 

電
気
扇
風
機
の
発
明

　

一
八
八
二
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ク
ロ
ッ
カ
ー
・
ア
ン
ド
・
カ
ー

チ
ス
発
動
機
会
社
の
主
任
技
師
シ
ュ
イ
ラ
ー
・
ス
カ
ー
ツ
・
ウ
ィ
ー

ラ
ー
が
電
気
扇
風
機
を
発
明
し
、
特
許
を
取
得
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
D
C
（
直
流
）
モ
ー
タ
で
大
き
く
か
さ
ば
っ
た
。
家
庭
や

オ
フ
ィ
ス
で
使
え
る
、
小
型
で
信
頼
性
の
高
い
扇
風
機
が
求
め
ら

れ
た
。

図 1　納涼団扇車



第 3 章　電気扇

25

　

一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
、ク
ロ
ア
チ
ア
生
ま
れ
の
技
術
者
ニ
コ
ラ
・

テ
ス
ラ
（
注
1
）
が
、
量
産
可
能
な
位
相
制
御
の
モ
ー
タ
（
交
流
無
整
流
子
）

で
ア
メ
リ
カ
特
許
を
取
得
し
た
。
テ
ス
ラ
は
、
こ
の
A
C
（
交
流
）
モ
ー

タ
に
三
枚
羽
根
を
取
り
付
け
て
扇
風
機
の
試
作
品
を
作
っ
た
。（
図
2
）

　

テ
ス
ラ
は
、
小
型
モ
ー
タ
の
特
許
を
ア
メ
リ
カ
の
ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ

ウ
ス
（
W
H
）
社
に
売
っ
た
。
一
八
八
九
年
、
W
H
社
は
三
枚
羽
根
の
扇

風
機
を
販
売
し
た
。
一
八
九
一
年
、
W
H
社
は
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
調
整
器

を
取
り
付
け
た
扇
風
機
の
販
売
を
は
じ
め
た
。
一
八
九
一
年
に
は
エ
マ
ー

ソ
ン
が
、
一
八
九
三
年
に
は
G
E
が
電
気
扇
風
機
に
参
入
、
一
九
〇
〇
年

初
頭
に
は
ド
イ
ツ
の
A
E
G
と
ジ
ー
メ
ン
ス
も
参
入
し
た
。

　

一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
、W
H
社
製
の
電
気
扇
風
機
（
六
枚
羽
根
）

が
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
。（
図
3
）

● 

国
産
電
気
扇
風
機
の
完
成

　

そ
し
て
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
、
芝
浦
製
作
所
は
わ
が
国
初
の

電
気
扇
風
機
を
完
成
さ
せ
た
（
図
4
）。
直
流
エ
ジ
ソ
ン
型
電
動
機
に
六
枚

羽
根
を
取
り
付
け
た
タ
イ
プ
で
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
羽
根
が
回
転
す

図 2　ニコラ・テスラ
図 3　ウエスティングハウス

電気扇　　　　
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お
わ
り
に

　

先
に
、二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
十
月
、『
生
活
家
電
入
門　

発
展
の
歴
史
と
し
く
み
』
を
上
梓
し
た
。
内
容
は
、

現
代
の
主
な
生
活
家
電
製
品
十
四
品
に
つ
い
て
、
時
代
を
た
ど
っ
て
技
術
進
化
の
歴
史
を
紹
介
し
、
技
術
エ
ポ
ッ
ク

に
つ
い
て
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
、前
回
書
け
な
か
っ
た
「
わ
が
国
の
家
電
が
い
か
に
生
ま
れ
発
展
し
た
か
」
を
、明
治
、大
正
、昭
和
初
期
（
主

に
戦
前
）
の
家
電
製
品
の
実
態
を
で
き
る
か
ぎ
り
掘
り
下
げ
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

当
時
は
、｢

量
産｣

と
か｢

販
売｣

と
言
っ
て
も
、現
在
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
規
模
で
あ
る
が
、新
聞
、雑
誌
、

展
覧
会
、
そ
の
他
の
発
表
の
場
を
通
じ
て
、
家
電
製
品
の
便
利
さ
を
宣
伝
（
P
R
）
し
た
。

　

家
電
製
品
は
、
ま
だ
ま
だ
価
格
が
高
く
手
の
届
か
な
い
商
品
で
は
あ
っ
た
が
、「
い
ず
れ
そ
の
う
ち
便
利
な
商
品

を
使
え
る
と
き
が
や
っ
て
く
る｣

と
い
う
期
待
感
と
、
あ
こ
が
れ
を
植
え
つ
け
て
き
た
。

　

紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
戦
前
に
お
い
て
も
意
外
に
多
く
の
種
類
の
商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
実
際
に
商
品
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
昭
和
三
十
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

家
庭
の
収
入
が
増
え
、
商
品
の
価
格
が
下
が
る
に
つ
れ
て
、
怒
涛
の
ご
と
く
普
及
し
て
い
っ
た
。
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明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
の
家
電
製
品
の
実
態
に
つ
い
て
の
記
録
は
非
常
に
少
な
い
。
戦
争
時
の
消
失
も
あ
っ
た

が
、
基
本
的
に
開
発
・
販
売
し
た
商
品
そ
の
も
の
の
保
管
も
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
。
仕
様
・
写
真
・
生
産
実
績
な
ど
も
、

な
い
に
等
し
い
。

　

わ
が
国
で
は
、
こ
れ
ら
家
電
製
品
を
時
系
列
に
、
あ
る
い
は
技
術
進
化
別
に
整
備
し
、
保
管
し
た
機
関
や
施
設
が

な
く
、
開
発
・
製
造
・
販
売
を
進
め
る
企
業
に
お
い
て
も
十
分
な
保
管
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
少
な
い
な
が
ら
も
情
報
を
で
き
る
だ
け
集
め
て
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
の
家
電
製
品
の
実
態
を
整

理
し
情
報
を
提
供
で
き
る
こ
と
に
な
れ
ば
・
・
・
と
の
思
い
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
は 

骨
董
マ
ニ
ア
向
け
読
本
『
骨
董
縁
起
帳
』（
春
夏
号
、秋
冬
号
：
年
二
回
、（
株
）
光
芸
出
版
発
行
）
に
「
モ

ダ
ニ
ズ
ム
・
生
活
家
電
の
は
じ
ま
り
」
と
題
し
て
連
載
し
た
記
事
を
発
展
さ
せ
、
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

わ
が
国
の
今
日
の
発
展
に
つ
な
が
っ
た
家
電
製
品
が
、
ど
の
よ
う
に
進
化
し
て
き
た
の
か
、
興
味
あ
る
方
々
に
資

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

平
成
二
十
八
年
十
月

大
西　

正
幸　
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新
書
、
二
〇
〇
〇

『
電
球
バ
ル
ブ
一
〇
〇
年
』
東
芝
硝
友
会
、
二
〇
〇
三

『
東
芝
一
号
機
も
の
が
た
り
』（
株
）
東
芝
、
二
〇
〇
五

志
村
幸
雄
『
誰
が
本
当
の
発
明
者
か
』
講
談
社
、
二
〇
〇
六

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン･

ヴ
ァ
ン･

ダ
ル
ケ
ン
著
・
松
浦
俊
輔
訳
『
ア
メ
リ
カ
発
明
史
』
青
土
社
、
二
〇
〇
六

大
西
正
幸
『
電
気
釜
で
お
い
し
い
ご
飯
を
炊
け
る
ま
で
』
技
報
堂
出
版
、
二
〇
〇
六

大
西
正
幸
『
電
気
洗
濯
機
一
〇
〇
年
の
歴
史
』
技
報
堂
出
版
、
二
〇
〇
八

｢

照
明
器
具
／
ラ
ン
プ｣

電
波
新
聞
、
二
〇
〇
九
・
二
・
二
十
四

大
西
正
幸
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
生
活
家
電
の
は
じ
ま
り
」『
骨
董
縁
起
帳
』
光
芸
出
版
、
二
〇
〇
九  

～
二
〇
一
六

大
西
正
幸
『
生
活
家
電
入
門
』
技
報
堂
出
版
、
二
〇
一
〇



著
者
紹
介

大
西 
正
幸
（
お
お
に
し
・
ま
さ
ゆ
き
）

道
具
学
会 
理
事
。
生
活
家
電
研
究
家
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
四
〇
年
　
兵
庫
県
生
ま
れ

一
九
六
二
年
　
姫
路
工
業
大
学
（
現 

兵
庫
県
立
大
学
）（
機
械
工
学
科
）
卒
業
後
、（
株
）
東
芝
入
社
、

　
　
　
　
　
　
家
電
事
業
部
門
の
技
師
長

二
〇
〇
〇
年
　（
有
）
テ
ク
ノ
ラ
イ
フ
設
立
、
商
品
企
画
・
開
発
手
法
の
研
修
、
講
演

二
〇
〇
三
年
　
東
京
都
立
工
業
高
等
専
門
学
校
（
設
計
工
学
）
講
師

二
〇
〇
四
年
　
新
潟
大
学
大
学
院
（
自
然
科
学
研
究
科
）
博
士
後
期
課
程
修
了

二
〇
一
〇
年
　
国
立
科
学
博
物
館 

産
業
技
術
史
資
料
情
報
セ
ン
タ
ー 

主
任
調
査
員

著
書
に
『
電
気
釜
で
お
い
し
い
ご
飯
が
炊
け
る
ま
で
』（
技
報
堂
出
版
、
二
〇
〇
六
）、

　
　
　 

『
電
気
洗
濯
機
一
〇
〇
年
の
歴
史
』（
技
報
堂
出
版
、
二
〇
〇
八
）、

　
　
　 

『
生
活
家
電
入
門
』（
技
報
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
）。

雑
誌
・
新
聞
に
記
事
な
ど
を
執
筆
。
講
演
活
動
。
テ
レ
ビ
出
演
（
N
H
K
・
民
放
）。

m
a-ohnishi@

nifty.com
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